〈様式〉
登山計画書
	学校名
	
	クラブ等
	

	所在地
	
	電話番号
	



	№
	項目
	内容

	１
	目的
（獲得目標）
	

	２
	目的地
	

	３
	期日
	令和　　年　　月　　日（　）　～　　　月　　日（　）

	４
	引率教員

	
	
	氏名
	年齢
	電話番号
	指導歴
	資格、研修歴等

	
	①
	
	
	
	年
	

	
	②
	
	
	
	年
	

	
	③
	
	
	
	年
	

	５
	外部指導者

	
	
	氏名
	年齢
	電話番号
	指導歴
	資格、研修歴等

	
	①
	
	
	
	年
	

	
	②
	
	
	
	年
	

	
	③
	
	
	
	年
	

	６
	参加生徒

	
	
	氏名
	性別
	学年
	住所
	血液型
	保護者
	電話番号

	
	①
	
	
	
	
	
	
	

	
	②
	
	
	
	
	
	
	

	
	③
	
	
	
	
	
	
	

	
	④
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑤
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑥
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑦
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑧
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑨
	
	
	
	
	
	
	

	
	⑩
	
	
	
	
	
	
	

	７
	行動計画の概要

	
	期日
	行動計画（行動範囲）

	
	
	

	８
	装備計画の概要
	※登山装備チェックリスト（別紙）を添付すること

	９
	食糧計画の概要
	
	朝
	昼
	夜

	
	
	１日目
	
	
	

	
	
	２日目
	
	
	

	
	
	３日目
	
	
	

	
	
	行動食
	

	
	
	予備食
	

	
	
	非常食
	

	10
	荒天時の対策とエスケープ(下山)ルート
	中止の判断
	

	
	
	下山ルート
	

	
	
	避難場所
	

	11
	非常時の対策と緊急連酪先（電話番号）
	連絡体制
	現地　→　本部　→　関係機関

	
	
	連絡本部
	学校（日中）：
管理職（夜間・休日）：


	
	
	関係機関
	岩手県警察本部生活安全部地域課：019-653-0110
管轄する警察署（　 　　警察署）：

	
	
	引率教員
※携帯電話
	

	
	
	携帯電話の電波状況
	

	12
	経費の概要
	

	13
	事前準備の概要（該当項目をチェック）
	□ 過去の山行記録とガイドブックを参照する。
□ 最新の気象状況や、入山予定の危険要因（入山禁止区域・クマ等の出没状況）を確認する。
[bookmark: _Hlk214370497]□ 登山中の緊急事態（落雷、地震、クマ等との遭遇等）への対処方法について事前に学習する。
□ 装備のメンテナンス、熱中症、防寒対策を行う。
□ 日頃から歩行訓練や体力トレーニングを行う。
□ 体調チェックを徹底する。
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	14
	学校長所見
	

	
	
	学校長　　　　　　　　　　　　　　　
	


（登山計画書等は、校長決裁を受けた後、様式(PDFファイル)をメールにて添付送信すること。）


〈様式〉
登山装備チェックリスト
活動の時期や場所、内容等によって必要な装備は変わるため、装備の要否や追加の有無について、
十分に検討すること。（下記リストにチェック☑　）
	
	必ず持参するもの
	状況によって持参するもの

	個人装備
	□ ロングパンツ
□ シャツ（長袖のもの）
□ 靴下（ソックス）・予備靴下
□ 登山靴（防水性の高いもの）
□ 帽子
□ 手袋（グローブ）・予備手袋
□ 防寒衣（セーター・フリース等）
□ レインウエア（防水透湿）
□ 行動食・非常食（塩分やブドウ糖等の食品含む）
□ 飲料水・保温ボトル
□ 時計
□ 携帯電話（予備電池）※１
※１ 低温による電池消耗を防ぐため、保温に努めること。
□ バックパック
□ コンパス
	□ １／２５０００地形図
□ ルート図
□ 登山計画書
□ 身分証明書
□ 健康保険証
□ 緊急連絡網
□ 筆記用具
□ 携帯トイレ
□ トイレットペーパー
□ タオル・手拭
□ ヘッドランプ（予備電池・電球）
□ ナイフ
□ ホイッスル
□ クマ鈴

	□ アンダーウェア上下
□ 防寒帽
□ ゴーグルまたはサングラス
□ シュラフ（スリー ピングバック）
□ シュラフカバー
□ マット
□ サブザック
□ 装備整理袋（スタッフバック）
□ 細引
□ ピッケル
□ ヘルメット
□ アイゼン
□ 伸縮式ストック
□ 食器類
□ ポリ袋
□ ライター・マッチ
□ 日焼け止め
□ 雪崩ビーコン
□ スノーシャベル
□ 携帯ゾンデ棒（プローブ）
□ 山岳保険

	団体装備
	□ 救急用品（各種薬等）※２
□ テーピングテープ
□ レスキューシート
□ 高度計
□ ＧＰＳ
□ 携帯電話（予備電池）※１
※１ 低温による電池消耗を防ぐため、保温に努めること。
□ クマよけスプレー

	※２　救急用品（例）
□ 三角巾　□ 体温計　□ ガーゼ
□ 絆創膏　□ はさみ　□ 包帯
□ ピンセット
□ 薄手の手袋　　　　□ 副木
□ ポイズンリムーバー　
□ 消毒用スワブスティック
□ 常備薬（市販の風邪薬、痛み止め、整腸剤、目薬など）
□ 人工呼吸用ポケットマスクまたはシート　　　
□ 経口補水液用の粉末
	□ カメラ
□ テント一式
□ ツェルト
□ コンロ
□ 燃料・予備燃料
□ ザイル（ロープ）
□ ハーネス
□ カラビナ
□ スリング各種
□ 各種登攀用具
□ ランタン
□ 修理用具一式
□ 標識布・竹
□ 油性太字ペン
□ トランシーバー（予備電池）




学校行事等の登山の場合、個人装備品の「必ず持参するもの」のうち、準備したもののみチェックで良いが、個人で装備させない不足品については、団体装備品として必ず持参すること。

〈様式〉
登山報告書
	学校名
	
	クラブ等
	

	所在地
	
	電話番号
	



	№
	項目
	内容

	１
	実施日
	令和　　年　　月　　日（　）　～　　　月　　日（　）

	２
	場所
	

	３
	参加者
	
	人数
	参加を取りやめた者

	
	
	引率教員
	人
	

	
	
	外部指導者
	人
	

	
	
	生徒
	人
	

	４
	行動計画の変更点
	※大きな変更があった場合に記載願います

	５
	登山活動中のヒヤリハット
※今回の登山活動において、事例があった場合は記載願います

	
	出来事
	その時の対応
	原因として考えられること
	教訓、対策として考えられること

	
	【記載例】
男子生徒が、汗で濡れたＴシャツに体温をうばわれ、寒さを感じて体調を崩した。
	
避難小屋まで指導者付き添いのもと自力で歩かせ、小屋の中で休憩した。使い捨てカイロと紅茶（砂糖入り）で温めた。
	
綿素材のＴシャツを着用したことが原因。綿素材は汗をかくと肌に張り付いたままになり、なかなか乾かない。
	
使い捨てカイロ、温かい飲み物等を持参する。下着として着るものは綿素材を避け、ポリエステル製にする。

	
	
	
	
	

	６
	その他
	

	
	記載者（氏名）　　



